
【はじめに】

アミロイドを目的とする特殊染色である DFS（Direct fast
scarlet）染色は、Na 塩の添加により染色性が向上すること

が知られている。しかし教本によって記載されている Na
塩の種類や添加量が異なり、施設間で調整法に違いがある。

以上の点から、DFS 染色液に添加する Na 塩の種類と添加

量について染色性の比較検討を行ったので報告する。

【方法】

染色標本には AA アミロイドーシスと診断された腎組織を

用いた。

①DFS染色液にNaCl、Na₂SO₄、Na₂CO₃をそれぞれ 0.8％とな

るよう添加し、染色強度と非特異反応について評価を行っ

た。比較対象として Na 塩を添加しない染色液での評価も

行った。

②NaCl、Na₂SO₄、Na₂CO₃の添加量をそれぞれ①に対し 1/10
量、5 倍量、10 倍量に変更した場合について比較を行った。

【結果】

①染色強度は NaCl、Na₂SO₄、Na₂CO₃、Na 塩なしの順であ

った。NaCl では背景や血管の膠原繊維に非特異反応を認め

た。Na₂SO₄と Na₂CO₃では非特異反応は認められず染色性は

良好であった。Na 塩なしではアミロイドが染色されないこ

とはなかったが、Na 塩を添加した場合と比べ陽性部位の染

色強度は低く、背景に若干の非特異反応を認めた。

②NaCl では添加量 5 倍と 10 倍の染色液使用で、①の添加

量と比較し非特異反応を抑えられた。添加量 1/10 では染色

強度が低下し、非特異反応も認められた。Na₂SO₄と Na₂CO₃
は添加量 1/10 の染色液でそれぞれ①の添加量と比較し染

色強度が低下したが、添加量 5 倍と 10 倍の染色液で差は認

められなかった。

【まとめ】

今回の検討では、Na₂SO₄または Na₂CO₃を添加した DFS 染
色液で良好な染色結果が得られたが、塩の種類により染色

強度や非特異反応の程度が異なるため、添加量やその他条

件を確認することが重要と考える。
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【目的】近年,10%緩衝ホルマリン(以下緩衝ホルマリンす

る)を用いて組織を固定行う様になった.緩衝ホルマリンは

非緩衝ホルマリンに比べて浸透力が弱く,組織の外側と内

側に固定に差ができるため,パラフィン切片作製時の伸展

においてしわが伸びない現象が起きる.今回,エタノール溶

液用いて伸展時のしわ防止を検討したので報告する.【材料】

10%緩衝ホルマリンにて一晩固定をした手術材料を用いた.
【方法】固定後,18 時間で脱水からパラフィンまでの工程

でブロックを作成後,３〜４μm で薄切をした切片を用いた.
検討項目として１)エタノール溶液（以下 Al と略す）は水

道水 0.04,0.08,0.1,1,5,10,30%濃度の Al 液を作成した.２)伸
展板の温度を 38℃〜43℃.３)染色における影響。の３つに

ついて検討行った.【結果】検討１）については伸展板の温

度を 43℃で固定して各濃度を検討した結果、濃度 0.1%以

下の濃度が有意義であった.Al 濃度が高くなるほどスライ

ドガラス上の標本は大きくなる傾向があった.２)の検討で

は 40℃〜43℃が有意義であった.温度が高くなると標本が

伸び着る前に乾いてしまい.しわの原因になった.３)の検討

ではヘマトキシリンエオジン染色.エラスチカマッソン染

色.免疫染色において染色性、熱処理による賦活には影響は

なかった.１)〜３)の検討の結果.Al 濃度 0.1%、伸展板温度

40℃が最適であった。【考察】エタノールを用いた方法が

組織のしわ防止に有効であることが確認でた.30%Al にお

いて組織がパラフィンブロックより最大で 8%大きくなっ

ていた.この事はエタノールを添加することにより.水の表

面張力が 20℃において 72.7mN/mだった物がAl濃度を 30%
にすると 32.8mN/m まで下がり,表面張力が半分になること

により組織が延ばされる現象が起きた為である.また,濃度

が高くなるとしわが増えることは,伸びきる前に Al 溶液が

蒸発してしまう為と思われる.伸展板の温度が低すぎると

パラフィン切片が軟化せずに伸展できずしわ発生の原因に

なると思われる.伸展には適度の表面張力と伸展板温度が

必要であると思われる.【まとめ】今回、エタノール溶液を

用いて伸展におけるしわ防止について報告した。伸展には

表面張力と伸展板の温度が関係している事を改めて認識し

た。　連絡先：0224-25-2145
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【はじめに】

北海道臨床衛生検査技師会病理細胞部門では、病理組織標

本作製における染色技術の標準化・均てん化を図り、良好

な染色条件の情報共有を目的とした組織染色サーベイラン

スによる精度管理を毎年実施している。本事業の実施概要

と 2 次サーベイの成績について報告する。

【対象及び方法】

道内 50 施設の参加により 1 次サーベイを実施した。そのう

ち低評価と判断された 7 施設について 2 次サーベイを実施

した。複数の組織（神経鞘腫、悪性黒色腫、平滑筋腫、扁

桃、虫垂）より構成したパラフィンカクテルブロックから

未染色スライド標本を作製し送付した。各施設で使用して

いる S-100 抗体を使用して免疫染色を実施後、染色標本を

回収した。北臨技病理細胞部門員６名にて染色性や標本の

状態等について総合的に評価した。染色方法の調査は web

回答によって行い、プロトコール調査も実施した。

【結果】

詳細な成績及び調査内容の集計結果については、当日報告

する。

【考察・結語】

S-100 染色は cytokeratin、LCA、vimentin と並び組織型推

定における方向性決定の第一選択となるマーカーの１つで

ある。複数の染色の組み合わせにより、原発不明癌に対し

て原発巣の絞り込みが可能となり、他の臓器特異性の高い

抗体を追加する事でより高率に原発巣の推定が可能となる。

参加施設においても比較的使用頻度が高い抗体と思われ、

50 施設と多数の参加が得られた。本サーベイのような外部

精度管理に参加する事で、染色条件等の情報を共有出来る

だけではなく、染色性を評価する能力及び染色技術向上に

繋がるものと考える。また 2 次サーベイの実施により、各

施設の染色プロトコールの改善方法や状況を調べることが

できる。

今後も、病理標本作製全般における標準化・均てん化を目

指し、本精度管理事業を継続的に発展させていきたい。

連絡先：011-611-2111(内線 36630)
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